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書類名 項目

質問１
プロポーザル実施要
領

第6章４「二次審査時
の提出書類」（１）ケ

「応募者名および構成員名は正本にのみ記入し」とありますが、正本も副本と
同じく伏字を使用し、正本には伏字と企業名の対照表を添付するという方法で
はいけないでしょうか。（正本と副本を別に作成するのは、非常に手間がかか
り大きな負担となるためです）

公募型プロポーザル実施要領　P.18　（１）　ケに記載のとおり、正本には応募
者名及び構成員名を記載してください。

質問２
プロポーザル実施要
領

第6章４「二次審査時
の提出書類」（１）セ

2穴Ａ4のファイルの表紙には「企画提案書類一式」、正本表記・副本番号以外
に、記載すべき事項はありませんでしょうか？

併せて、正本には応募者名を記載してください。
副本には応募者名を記載せず、参加資格確認通知に示した受付番号を記載
してください。

質問３ 特別仕様書
第2章 計画的維持
管理業務 第3節 修
繕設計（伏越し）

修繕設計（伏越し）するにあたりまして、既設伏越し管きょ内の状態を把握する
ための視覚調査（潜行目視調査、テレビカメラ調査）が必要と考えております
が、本事業では視覚調査をどの業務で実施する想定かご教示願います。

視覚調査は、事前調査の中で実施していただくことを想定しております。また、
視覚調査含めた事前調査に要する費用は、現地踏査費用の中で見込んでお
りますが、想定以上の調査が発生する場合など別途協議のうえ決定いたしま
す。

質問４ 特別仕様書 ３６頁　第４章 ２

質問39について事業開始後3ヶ月から半年程度は市職員が同行すると回答が
ありましたが、状況により半年以降においても適宜同行はいただけないので
しょうか。

状況により、半年以降の同行においては、本市と協議のうえ決定いたします。

質問５ 特別仕様書
第6章 計画策定支
援 業 務 第 1 節 2
（5）点検・調査計画

貴市のストックマネジメント実施方針は、令和4年度に見直しを行っており、点
検・調査実施計画においては令和7年度～令和13年度を計画期間として策定
しております。本事業では、令和13年度までの点検・調査実施計画について、
より効率的な計画に見直す方針でしょうか。それとも、令和13年度以降の点
検・調査実施計画について検討するものでしょうか。点検・調査実施計画の実
施計画期間及び計画策定の思想につきまして、ご教示願います。

令和６年度に策定する第２期ストックマネジメント計画（令和４年度見直し）につ
いては、令和７年度から令和９年度までの点検調査計画、修繕改築計画として
おります。令和９年度に策定の第３期ストックマネジメント計画（令和７年度の
計画見直し）は、令和10年度以降の点検調査計画、修繕改築計画の策定を想
定しております。
また、これまでに蓄積された維持管理情報を活用し、ストックマネジメント計画
の精度向上や、効率的な事業推進に資することを目的としております。

質問６
優先交渉権者決定
基準

表1 評価項目 Ⅳ-
16

評価の着眼点に「調整結果及び現地の状況を～」と記載がございますが、「調
査結果」の誤りではないでしょうか。

ご理解のとおりです。該当書類を修正いたします。
【正】「調査結果及び現地の状況を踏まえた、施工方法の選定方法について評
価する。」
【誤】「調整結果及び現地の状況を踏まえた、施工方法の選定方法について評
価する。」

質問７ 様式集
様式Ⅳ-６【配置予定
技術者の実績】

実績の記載において、過去10年間で完了した業務が対象でしょうか。現在進
行形の業務の記載も認められるものでしょうか。

当該様式における受注実績は、完了した業務のみが対象となります。

質問８ 様式集
様式Ⅳ-８～様式Ⅳ-
19

各様式とも「Ａ４用紙１枚程度（図表込み）で記載すること。」とありますが、プロ
ポーザル実施要領１８Pには「合計で30ページ以内となるようにまとめること」と
もあります。これは、「2ページ以上となる様式があってもよいが、全体では30
ページ以内とする」という認識でよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

質問９ 様式集

様式Ⅳ-16【10 各業
務の要求事項に対
する考え方や提案＜
改築業務（設計）＞】

テーマに「調整結果及び現地の状況を～」と記載がございますが、「調査結
果」の誤りではないでしょうか。

ご理解のとおりです。該当書類を修正いたします。
【正】「調査結果及び現地の状況を踏まえた、施工方法の選定方法について記
載すること。」
【誤】「調整結果及び現地の状況を踏まえた、施工方法の選定方法について記
載すること。」

NO
質問箇所

質問内容 質問回答
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書類名 項目
NO

質問箇所
質問内容 質問回答

質問10 様式集

様式Ⅳ-18【各業務
の要求事項に対する
考え方や提案（計画
策定支援業務）】

テーマに「本市下水道ストックマネジメント計画の見直しの視点と対応の考え
方に～」と記載がございますが、「対応」というのは「見直し方法」と読み替えて
問題ないでしょうか。

「ストックマネジメント計画の見直しの視点（課題）」を踏まえて、その課題に対
する「対応」について記載してください。

質問11 様式集 様式Ⅳ-21

統括管理業務（一元管理）において、想定される技術者種別、人数の情報をお
教えください。また算定に関わる代価表があれば同様に開示をお願いいたし
ます。

公募型プロポーザル実施要領　P.９　（９）貸与資料の取扱いに記載の「武蔵野
市下水道施設長期包括業務委託　詳細図・設計書（金抜き）」をご参照くださ
い。

質問12
制度への対応につい
て

令和9年度より、ウォーターPPPを導入することが汚水管改築に関わる補助要
件となっております。
本事業が令和9年度まででありこの期間にウォーターPPPへ移行することは想
定されておりますでしょうか。
ウォーターPPPは包括民間委託に比べ性能発注やプロフィットシェア等が要件
であるため、仮に移行するとした場合にはそれに関わる事業費の修正等を実
施頂けると考えてよろしいでしょうか。

現時点では、本業務（業務期間４年間）の中でウォーターPPPへの移行は想定
しておりません。
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